
PPP..２～５２～５ 平成23年度当初予算可平成23年度当初予算可決決、予算審査Ｑ＆Ａ、予算審査Ｑ＆Ａ

PP..６６～７～７ ３３月議会定例会提出議月議会定例会提出議案案

PP..８８～1～133 一般質問Ｑ＆一般質問Ｑ＆AA、、陳情審査陳情審査

PP..14～1514～15 委委員会活動報告員会活動報告

P.16 わたしの想い（梶原さん、河村さんP.16 わたしの想い（梶原さん、河村さん））

３
月
定
例
会

沿
演

宴
宴
宴
宴
宴
宴
宴
宴

沿
演

宴
宴
宴
宴
宴
宴
宴
宴

写真：不動院岩屋堂「春の大祭」護摩供の様子



わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成23平成23年年55月月 第136号（2第136号（2））

予

算

審

査

議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
る
意
見

一

般

会

計

歳
出
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
推
進
費

住
民
基
本
条
例
は
、平
成

年
度
制
定
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

23

○
広
報
費

広
報
わ
か
さ
は
、
統
一
性
（
ペ
ー
ジ
構
成
）、
文
字
の
大
き
さ

等
、
紙
面
の
創
意
工
夫
を
行
い
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
親
し
ま

れ
る
紙
面
づ
く
り
を
さ
れ
た
い
。

○
ま
ち
並
み
づ
く
り
推
進
事
業

ま
ち
並
み
づ
く
り
は
、
複
数
の
課
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
各
課
が
連
携
を
取
っ
て
施
策
を
実
施
さ
れ
た
い
。

○
若
桜
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
事
業

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
使
用
し
た
様
々
な
運
用
が
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
専
門
職
員
の
配
置
を
活
か
し
、
速
や
か
な
有
効
活
用
を
図

ら
れ
た
い
。

○
若
桜
鉄
道
対
策
事
業

客
車
誘
致
に
つ
い
て
は
、
町
民
や
沿
線
住
民
と
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
情
報
提
供
を
さ
れ

た
い
。

○
ゆ
は
ら
温
泉
運
営
事
業

地
元
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
開
館
時
間
の
見
直
し
や
く

つ
ろ
げ
る
工
夫
を
さ
れ
た
い
。

○
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費

防
止
柵
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
を
挙
げ
て
取
り
組

む
施
策
を
さ
れ
た
い
。

○
観
光
事
業
費

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備
、
地
元
に
お
金
が
落
ち
る

仕
掛
け
づ
く
り
の
た
め
、
観
光
協
会
事
務
局
長
を
配
置
さ
れ
る

が
、
観
光
協
会
の
組
織
改
革
と
自
立
し
た
運
営
に
力
を
注
が
れ
た

い
。

○
商
工
振
興
事
業

休
憩
所
と
お
も
ち
ゃ
館
整
備
の
事
業
主
体
は
商
工
会
だ
が
、
管

商工振興事業（休憩所整備等）………5,113万円
観光事業費（観光協会補助金等）…… 3,910万円
氷ノ山集客促進事業………………… 1,428万円

町道新設改良事業…………………… 5,380万円
道路維持費…………………………… 4,293万円
町営住宅管理事業……………………… 716万円
中之島公園管理事業…………………… 685万円

東部広域行政管理組合負担金……… 7,231万円
非常備消防費…………………………… 901万円
災害対策事業…………………………… 489万円

小中一貫校整備事業………………3億6,113万円
生涯学習情報館運営事業…………… 1,888万円
温水プール管理……………………… 1,758万円
分校管理費…………………………… 1,248万円
給食センター運営費………………… 1,125万円
通学対策事業…………………………… 440万円

商
工
費

土
木
費

消
防
費

教
育
費
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前年比５億2,800万円(19.6％）増額

※主な事業を記載
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理
運
営
の
仕
組
み
を
し
っ
か
り
と
構
築
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
補
助
金
に
頼
ら
な
い
運
用
を
強
く
望
む
。

○
分
校
管
理
費

租
川
分
校
の
改
修
は
、
都
市
交
流
等
の
将
来
構
想
の
一
環
で
あ

る
が
、
使
用
方
法
も
考
慮
し
な
が
ら
地
元
と
の
連
携
を
図
ら
れ
た

い
。

○
小
中
一
貫
校
整
備
事
業

こ
の
事
業
は
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
全
体
的
な
計
画
の
遅
れ
が

み
ら
れ
る
。
工
程
表
を
速
や
か
に
作
成
し
、
平
成

年
４
月
開
校
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に
向
け
て
一
層
努
力
を
さ
れ
た
い
。

○
公
民
館
管
理
費

教
育
委
員
会
事
務
局
の
移
転
に
伴
う
、
若
桜
町
公
民
館
・
わ
か

さ
生
涯
学
習
情
報
館
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
な
職
員
配
置

を
十
分
考
慮
さ
れ
た
い
。

○
郷
土
文
化
の
里
管
理
費

こ
の
費
用
は
、
建
物
の
維
持
管
理
の
み
に
偏
っ
て
お
り
、
施
設

を
利
用
し
た
木
の
町
と
し
て
の
取
り
組
み
が
伺
え
な
い
。
条
例
に

沿
っ
た
活
用
を
さ
れ
た
い
。

特

別

会

計

歳
出
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
事
業

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
税
額
は
、
全
県
的
に
中
ほ
ど
よ
り
少

し
上
だ
が
、
所
得
が
低
い
本
町
で
は
負
担
感
が
大
き
い
。
必
要
額

を
確
保
す
る
た
め
に
税
率
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
予
防
に
重
点

を
置
き
、
給
付
費
を
下
げ
る
施
策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
介
護
保
険
事
業

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
会
計
が
今
以
上
に
悪
化
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
今
か
ら
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
施
策
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

○
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業

上
下
水
道
事
業
経
営
懇
話
会
の
設
置
が
、
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
職
員
の
意
識
改
革
も
含
め
早
急
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。
ま
た
、
接
続
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
条
例
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
さ
れ
た
い
。

○
索
道
事
業

ス
キ
ー
リ
フ
ト
の
索
輪
交
換
は
、
専
門
業
者
と
協
議
し
、
安
価

な
施
工
方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

若桜鉄道対策事業…………………… 8,191万円
若桜町地域情報通信基盤施設……… 2,615万円
バス運行事業………………………… 2,601万円
町有林管理…………………………… 1,082万円
情報ネットワーク事業(地域イントラネット)…… 926万円
若桜鉄道存続対策事業………………… 758万円

児童措置（子ども手当等）……………5,203万円
特別医療費支給事業………………… 2,703万円
障がい者福祉事業…………………… 1,783万円
敬老事業………………………………… 459万円
地域支え合い体制づくり事業(見守りネットワーク事業)…378万円

塵芥処理対策事業…………………… 5,950万円
予防費（インフルエンザ・子宮頸がん等）… 1,354万円
健康増進事業…………………………… 847万円

森林整備事業………………………… 3,750万円
有害鳥獣駆除対策費…………………… 944万円
活性化施設管理運営事業……………… 866万円
農村整備事業…………………………… 696万円
チャレンジプラン支援事業…………… 473万円
水田営農活性化対策事業……………… 400万円

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

（単位：万円）

釜鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

平成22233年度 当初予算可決
一般会計 32億2,800万円
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Ｑ

バ
ス
利
用
に
関
す
る
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い

る
が
、
他
町
で
は
高
齢
者
、

福
祉
対
策
と
い
う
こ
と
で
乗

車
料
金
を
安
く
さ
れ
て
い

る
。今

後
、
ど
の
よ
う
に
見
直

し
さ
れ
る
の
か
。

Ａ

バ
ス
料
金
を
下
げ
れ
ば

利
用
収
入
が
減
る
。

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

集
計
し
て
、
７
月
１
日
を
目

標
に
料
金
等
の
見
直
し
を
行

い
た
い
。

Ｑ

租租
川
Ｙ
Ｙ
Ｃ
が
武
蔵
野

市
に
行
く
費
用
は
、
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

人
材
育
成
事
業
で
考
え

て
い
る
。

Ｑ

ま
ち
づ
く
り
の
整
備
計

画
で
は
、
ど
の
様
な
構
想
を

描
い
て
い
る
の
か
。
話
し
合

い
の
場
が
な
い
と
連
携
が
取

れ
な
い
の
で
は
。

Ａ

国
土
交
通
省
の
補
助
事

業
に
よ
る
整
備
を
、
産
業
観

光
課
で
は
進
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
で
は
登
録
文

化
財
へ
の
指
定
を
考
え
て
い

る
。
課
を
越
え
た
連
携
が
必

要
だ
と
思
う
。

Ｑ

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
、
無

料
電
話
や
情
報
提
供
以
外
、

新
し
い
利
用
計
画
が
あ
る
の

か
。

Ａ

ま
ず
は
、
無
料
電
話
と

情
報
の
提
供
を
し
て
い
く
。

安
否
確
認
の
た
め
、
独
居

老
人
宅
等
へ
の
定
時
電
話
を

考
え
て
い
る
。

他
に
も
緊
急
通
報
、
物
品

販
売
、
バ
ス
情
報
等
、
幅
広

い
利
用
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、

年
度
中
に
設
立

23

予
定
だ
が
、
構
想
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。

設
立
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー

型
、
民
間
型
。
法
人
化
に
向

け
、
収
支
の
見
通
し
は
。

Ａ

社
会
福
祉
協
議
会
が
５

人
の
方
と
接
触
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、組
織
を
つ
く
り
、

法
人
化
を
目
指
し
た
い
。
連

盟
か
ら
の
補
助
金
で
、
対
応

し
た
い
。

Ｑ

小
児
の
肺
炎
球
菌
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
死
亡
例
が

出
て
、中
止
に
な
っ
て
い
る
。

３
月
に
厚
生
労
働
省
の
通

知
後
、
行
政
と
し
て
の
周
知

方
法
は
。
ま
た
、
４
回
が
３

回
に
な
っ
た
場
合
、
免
疫
は

持
続
す
る
の
か
。

Ａ

厚
生
労
働
省
か
ら
東
部

医
師
会
へ
中
止
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

一
般
的
に
、
回
数
が
で
き

れ
ば
い
い
が
、
特
例
で
は
っ
き

り
し
な
い
。
今
回
は
国
庫
補

助
だ
が
、
任
意
接
種
で
あ
る

の
で
町
側
に
責
任
は
な
い
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
延
べ
21

回
で
、
同
時
接
種
可
能
だ
。

Ｑ

不
妊
治
療
の
助
成
は
あ

る
が
、
不
育
治
療
は
、
ど
う

な
の
か
。

Ａ

県
の
補
助
事
業
の
上
乗

せ
で
、
県
の
助
成
事
業
の
対

象
者
の
み
で
あ
る
。

Ｑ

塵
芥
処
理
委
託
料
の
適

正
化
が
必
要
と
考
え
る
。

昨
年
度
の
委
託
料
と
変
わ

ら
な
い
が
、
交
渉
経
過
は
ど

う
な
の
か
。

Ａ

燃
料
代
も
高
騰
し
て
い

る
。
増
額
要
求
も
あ
っ
た
が

今
回
も
据
え
置
き
に
し
て
い

る
。

Ｑ

耕
作
放
棄
地
対
策
で
50

a
見
て
い
る
が
、
再
生
後
耕

作
す
る
の
か
。

米
の
作
付
け
割
当
て
が
減

る
よ
う
だ
が
、
町
の
農
業
政

策
方
針
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ

予
算
は
不
特
定
で
計
上

し
て
い
る
。
５
年
間
農
地
と

し
て
使
用
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
１
年
目
は
抜
根
、
２

年
目
は
作
付
け
を
し
て
、
最

低
４
年
間
の
利
用
権
設
定
が

条
件
で
あ
る
。

町
で
は
、
加
工
米
栽
培
を

奨
励
す
る
。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
予算審査特別委員会（３/14～22）で

議員からの主な質問、疑問及びそれに

対する執行部の回答を紹介します。

更なる利用が望まれる町営バス
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Ｑ

森
づ
く
り
作
業
道
の
12

路
線
は
、
ど
こ
な
の
か
。

Ａ

租
川
２
路
線
、
糸
白
見

５
路
線
、
落
折
２
路
線
、
岩

屋
堂
１
路
線
、中
原
１
路
線
、

コ
ギ
谷
１
路
線
。

Ｑ

緊
急
雇
用
、
ふ
る
さ
と

雇
用
の
３
年
間
は
、
国
が
地

域
に
雇
用
を
う
む
た
め
の
施

策
で
あ
る
。

４
年
目
も
続
け
る
前
提
の

補
助
だ
と
思
う
が
、
現
場
で

必
要
な
ら
、
人
員
を
配
置
す

べ
き
で
な
い
の
か
。

Ａ

緊
急
雇
用
は
、
町
が
直

接
雇
用
し
、
ふ
る
さ
と
雇
用

は
、
団
体
へ
の
委
託
料
で
雇

用
す
る
制
度
で
あ
る
。

３
年
間
で
会
社
の
業
務
体

系
を
創
る
と
い
う
の
が
国
の

方
針
で
あ
る
が
、
必
ず
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。
今
ま
で

ど
お
り
委
託
料
を
払
え
る
か

ど
う
か
が
問
題
で
、
必
要
最

小
限
の
も
の
に
な
る
と
思

う
。

Ｑ

河
川
の
中
に
、
大
き
な

木
が
あ
る
。
住
宅
の
近
く
に

生
え
た
木
は
、
防
災
面
か
ら

伐
採
し
た
方
が
よ
い
。
行
政

の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ

治
水
と
い
う
観
点
か

ら
、
県
に
伐
採
等
を
要
望
し

て
い
る
が
、
全
て
要
望
が
通

る
と
は
限
ら
な
い
。

行
政
の
手
が
届
か
な
い
部

分
は
、
今
回
創
設
し
た
事
業

で
や
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

河
川
に
関
心
を
持
っ
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

Ｑ

水
道
石
綿
管
取
り
替
え

工
事
の
全
体
計
画
は
。

Ａ

年
度
ま
で
石
綿
管
工

28

事
の
計
画
が
あ
る
。
年
間
２

千
万
円
位
の
工
事
費
を
計
上

し
て
進
め
た
い
。

諸
鹿
、
渕
見
、
小
船
、
若

桜
が
残
っ
て
い
る
。

Ｑ

国
保
税
は
、
県
下
で
高

い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
な
い

か
。
一
人
当
た
り
の
減
免
前

の
額
で
は
ど
う
か
。

Ａ

年
度
を
計
算
し
て
出

22

し
た
。
若
桜
町
は
一
人
当
り

１
０
６
、７
６
５
円
で
あ
る
。

Ｑ

小
中
一
貫
校
建
設
費

は
、県
費
加
算
が
な
い
の
か
。

Ａ

県
費
加
算
は
な
い
。

学
校
の
、
児
童
生
徒
数
で

規
模
を
計
算
し
、
そ
の
規
模

の
建
築
費
を
も
と
に
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
。

木
造
に
し
て
も
、
最
大
15

万
円
弱
／
㎡
で
あ
る
。

Ｑ

特
別
支
援
教
育
総
合
推

進
事
業
で
の
、
発
達
、
精
神
、

知
的
障
が
い
の
対
象
人
数

は
。ま

た
、
体
制
整
備
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
な

の
か
。

Ａ

幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

学
校
の
連
携
が
主
で
あ
る
。

住
民
と
の
連
携
で
は
講
習

会
を
開
い
て
い
る
。
来
年
度

は
小
学
校
７
名
、
中
学
校
６

名
で
あ
る
。

Ｑ

入
学
祝
金
を
創
設
し
た

理
由
を
聞
き
た
い
。

保
育
所
、
幼
稚
園
に
は
な

い
が
。

Ａ

同
和
対
策
事
業
だ
っ
た

も
の
を
、一
般
対
策
と
し
た
。

ま
た
、
義
務
教
育
段
階
で

予予予予予予予予予予予予予予予 算算算算算算算算算算算算算算 審審審審審審審審審審審審審審 査査査査査査査査査査査査査査算 審 査

の
子
育
て
支
援
と
し
て
行

う
。

Ｑ

公
民
館
に
移
転
す
る
教

育
委
員
会
の
思
い
は
ど
う
な

の
か
。
町
長
の
指
示
か
、
教

育
委
員
会
の
判
断
な
の
か
。

Ａ

庁
舎
も
手
狭
に
な
る
事

か
ら
教
育
委
員
会
が
公
民
館

に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生

涯
学
習
の
拠
点
に
も
な
る
と

考
え
て
い
る
。

生涯学習の拠点に

増水時危険な雑木
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定
例
会
提
出
議
案案案案案案案案案案案案案

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

平
成

年
第
２
回
若
桜
町

23

議
会
定
例
会
は
、
３
月

日
10

に
招
集
さ
れ
、
町
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案

件
、
議
員

30

提
出
議
案
１
件
、
町
と
し
て

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
贈

る
等
の
追
加
議
案
１
件
を
慎

重
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を

可
決
し
、
３
月

日
に
閉
会

24

し
ま
し
た
。

ૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄ

႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕

◆
若
桜
町
地
域
公
共
交
通
維

持
確
保
基
金
条
例
の
制
定

地
域
公
共
交
通
の
維
持
確

保
を
図
る
た
め
、
若
桜
町
地

域
公
共
交
通
維
持
確
保
基
金

を
設
置
す
る
。

◆
若
桜
町
幼
児
教
育
推
進
基

金
条
例
の
制
定

幼
児
教
育
の
充
実
と
推
進

を
図
る
た
め
、
基
金
を
設
置

す
る
。

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
（
若
桜
町
活
性
化

施
設
）

有
限
会
社
若
桜
農
林
振
興

を
引
き
続
き
、
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
す
る
。

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
（
道
の
駅
若
桜
・

桜
ん
坊
）

財
団
法
人
若
桜
町
観
光
開

発
事
業
団
を
引
き
続
き
、
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
。以

上
３
件
の
指
定
管
理
期

限
は
、
平
成

年
３
月

日

26

31

迄
と
す
る
。

◆
若
桜
町
職
員
の
職
務
に
専

念
す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
団
体
（
組
合
活
動
）

に
係
る
職
務
専
念
義
務
の
免

除
に
関
し
、見
直
し
を
す
る
。

◆
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
地
勤
務
手
当
の
廃
止
及

び
、
職
員
又
は
支
払
先
の
申

出
に
よ
り
町
長
が
認
め
た
と

き
は
、
給
与
支
給
す
る
際
、

給
与
控
除
し
て
当
該
支
払
先

に
払
い
込
む
こ
と
が
で
き

る
。

◆
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
が
所

有
し
、
使
用
す
る
固
定
資

産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

課
税
免
除
の
適
用
期
間

を
、
引
き
続
き
平
成

年
度

23

か
ら
平
成

年
度
ま
で
と
す

25

る
。

賛
成
討
論

藤
原
議
員

差
別
が
あ
る
限
り
必
要
。

賛
成
討
論

上
川
議
員

見
直
し
さ
れ
て
き
て
い
る
。

賛
成
討
論

前
住
議
員

学
力
か
ら
も
差
別
が
あ
る
。

賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決

し
た
。

⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋
⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛
ఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈ

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
（
若
桜
町
立
多
目

的
集
会
施
設
）

鳥
取
い
な
ば
農
業
協
同
組

合
を
引
き
続
き
、
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
す
る
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契

約
の
締
結

若
桜
町
情
報
通
信
基
盤
整

備
工
事（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）

契
約
金
額
を
実
績
に
よ
り
減

額
す
る
。

７
億
８
２
２
５
万
円

↓

７
億
３
６
５
８
万
円

◆
若
桜
町
有
土
地
の
貸
付

若
桜
木
材
工
業
団
地
敷
地

を
、
若
桜
木
材
協
同
組
合
へ

平
成

年
度
よ
り
５
年
間
、

23

年
額

万
円
で
貸
付
け
る
。

50

◆
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と

き
は
、
当
該
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対

し
、
出
産
育
児
一
時
金
と
し

て

万
円
を
支
給
す
る
。

39
（

万
円
→

万
円
）

35

39

ထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထ

ॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳ

◎
平
成

年
度
一
般
会
計
予

23

算
◎
平
成

年
度
特
別
会
計
予

23

算
（

事
業
）

10

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
委
員
長

川
上

守
）
を

設
置
し
審
査
を
付
託
し
た
。

委
員
長
の
審
査
報
告
は
、

「
原
案
を
可
決
す
る
も
の
」

で
あ
っ
た
。

（
Ｐ
２
、３
関
連
記
事
掲
載
）

反
対
討
論

中
尾
議
員

同
和
対
策
費
の
解
放
同
盟
支

部
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
。

若桜町活性化施設（味工房）

多目的集会施設（JA２階部分）

若桜木材工業団地
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一
般
会
計

◎
額
の
確
定
（
地
方
交
付
税

等
）
に
よ
り
２
億
４
１
９

８
万
円
を
追
加
し
、

億
33

２
１
４
２
万
円
と
し
た
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

８
０
０
万
円

公
共
施
設
外
国
語
表
示

３
１
５
万
円

道
路
維
持
費
（
除
雪
対
策
）

１
２
７
０
万
円

生
涯
学
習
情
報
館
運
営
事
業

備
品
購
入
費
（
移
動
図
書
館

車
等
）

７
５
８
万
円

一
般
企
画
備
品
購
入
費
（
電

気
自
動
車
購
入
）４

２
９
万
円

特
別
会
計

◎
平
成

年
度
国
民
健
康
保

22

険
事
業
特
別
会
計

実
績
見
込
み
に
よ
り
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
４
６

７
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
５
億

万
円
と
し
た
。

７３

◎
平
成

年
度
老
人
保
健
事

22

業
特
別
会
計

実
績
見
込
み
に
よ
り
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３
３

０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を

万
円
と
し
た
。

４２

◎
平
成

年
度
介
護
保
険
事

22

業
特
別
会
計

実
績
見
込
み
に
よ
り
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
６

４
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
４
億
９
９
９
７
万
円

と
し
た
。

◎
平
成

年
度

22

簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計

維
持
修
繕
事

業
の
増
額
に
よ

り
既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
に
、４

０
２
万
円
を
追

加
し
１
億
４
４

１
万
円
と
し
た
。

◎
平
成

年
度

22

赤
松
団
地
造

成
事
業
特
別

会
計

実
績
見
込
み

に
よ
り
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
２
５
５

万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
７
９
５
万
円
と
し
た
。

◎
平
成

年
度
財
産
区
造
林

22

事
業
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
規
定
に
よ
り

３
２
７
万
円
を
繰
越
し
た
。

◎
平
成

年
度
住
宅
新
築
資

22

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

実
績
見
込
み
に
よ
り
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
８

１
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を

万
円
と
し
た
。

85
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議
員
提
出
議
案
が
上
程
さ

れ
原
案
を
可
決
し
た
。

▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
に
参

加
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

平
成

年
３
月

日
の
本

23

10

会
議
に
お
い
て
総
務
産
業
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

議
を
行
っ
た
結
果
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
は
日
本
に
お
い
て
輸
出

関
連
産
業
の
推
進
派
と
農
林

水
産
業
を
中
心
と
し
た
慎
重

派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
が
あ

り
国
論
を
２
分
す
る
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
鳥
取
県
に

お
い
て
も
参
加
し
た
場
合
、

農
業
分
野
を
中
心
に
相
当
額

の
影
響
が
出
る
と
試
算
さ
れ

て
お
り
、
国
内
の
一
次
産
業

を
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
決

し
、
本
議
会
に
お
い
て
原
案

を
可
決
し
た
。
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
を
、
内
閣
総
理
大

臣
、
他
関
連
大
臣
、
衆
参
両

院
議
長
へ
提
出
し
た
。

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時
臨
時
会会会会会会会会会会会

禦

亨

魚

享

挙挙

鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許

（
平
成

年
１
月

日
）

23

24

平
成

年
第
１
回
若
桜
町

23

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
３
議
案
は

慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
可
決
し
た
。

◎
平
成

年
度
若
桜
町
一
般

22

会
計
補
正
予
算

予
算
の
総
額
に
８
３
８
３

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
30

億
７
９
４
５
万
円
と
し
た
。

庁
舎
等
財
産
管
理
（
庁
舎
修

理
）

１
５
７
３
万
円

商
工
振
興
事
業
（
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
）６

０
０
万
円

氷
太
く
ん
管
理
運
営
事
業

（
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
）

１
７
８
万
円

道
路
維
持
費
（
租
川
、
高

野
、
三
倉
線
）

１
７
６
０
万
円

公
民
館
管
理
費
（
消
防
設

備
冷
暖
房
等
）

１
５
０
９
万
円

໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹໹
଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼଼

ාාාාාාාාාාාාාාාාාාාාාාා
ഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽഽ

ĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳĳ
༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞༞
ୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃୃ
ထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထ
ॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳ

入居者が増えつつある赤松団地

◎
平
成

年
度
若
桜
町
簡
易

22

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
８
６
３
万
円
（
拡

張
改
良
事
業
）
を
追
加
し
、

総
額
を
１
億

万
円
と
し

40

た
。

◎
若
桜
町
立
保
育
所
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

若
桜
町
立
若
桜
保
育
所
中

原
分
所
を
廃
止
し
た
。

廃止になった中原保育所
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IP告知
端末機

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
改
善
を

研
究
さ
せ
て
い
る

Ｑ

今
回
の
端
末
工
事
に

よ
っ
て
、
現
在
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
変
更
が
な
い
か

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

Ａ

現
在
の
通
報
装
置
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
安
全
セ

ン
タ
ー
共
に
、
光
回
線
を
使

用
し
た
端
末
へ
の
通
報
試
験

が
実
施
さ
れ
、
今
の
装
置
で

機
能
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、光
電
話
は
、停
電
時
に
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ

停
電
時
に
機
能
を
果
た

さ
な
い
様
で
は
困
り
ま
す
。

対
処
方
法
は
い
か
が
で
す

か
。

小
林
町
長

Ａ

緊
急
の
場
合
、
連
絡
先

第
１
、
第
２
、
第
３
と
全
部

に
通
報
す
れ
ば
バ
ッ
テ

リ
ー
が
家
庭
に
必
要
で
す
。

瞬
時
に
は
間
に
合
わ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
将
来
ど
う
す

る
か
も
含
め
今
、
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状

況
で
す
。

Ｑ

直
ち
に
バ
ッ
テ
リ
ー

の
設
置
等
、
早
急
な
善
後
策

を
講
ず
る
よ
う
努
力
を
強

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
装
置
保
持
者
に
緊
急
の

場
合
、
ボ
タ
ン
１
つ
で
登
録

さ
れ
て
い
る
近
所
の
方
だ

と
か
、
中
継
基
地
（
安
全
セ

ン
タ
ー
）
に
通
報
、
救
急
本

部
な
ど
の
関
係
機
関
に
連

絡
が
届
き
、
火
事
な
ど
で
は

消
防
署
が
出
向
く
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
近
年
こ
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ

た
よ
う
な
事
例
の
有
無
、
あ

れ
ば
ど
う
い
う
内
容
な
の

か
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

Ａ

緊
急
事
態
の
場
合
、
通

報
装
置
の
送
信
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
で
、
安
全
セ
ン

タ
ー
で
は

時
間
、
看
護
師

24

な
ど
相
談
員
が
対
応
し
、
救

急
車
な
ど
の
出
動
依
頼
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
近
所
の
協
力
者
や

家
族
な
ど
に
連
絡
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
毎
月

件
程
度

60

の
送
受
信
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
近
況
を
伺
う
内
容

で
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
て

通
報
が
な
さ
れ
た
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

な
く
て
幸
い
で
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
該
当
者
へ

の
近
況
伺
い
が
重
要
な
役

割
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
機
能

が
大
事
で
す
。

以
前
、
他
の
自
治
体
、
県

中
部
と
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
安
全
セ
ン
タ
ー
を
地
元

の
福
祉
施
設
に
置
か
れ
、
福

祉
の
現
場
な
の
で
、
介
護
福

祉
士
、
看
護
師
等
、
専
門
家

の
参
加
に
よ
っ
て
、
可
能
な

見
守
り
と
必
要
な
と
き
の

生
活
援
助
が
で
き
、
弱
者
に

優
し
い
対
応
が
な
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｉ
Ｐ
端
末
機
導
入
を
絶
好

の
機
会
と
し
て
、
現
在
の
シ

ス
テ
ム
の
見
直
し
が
考
え
ら

ま
せ
ん
か
。

小
林
町
長

Ａ

高
齢
者
所
帯
な
ど
の
見

守
り
体
制
の
整
備
は
、
重
要

な
課
題
で
す
。

民
生
児
童
委
員
や
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
住
民
の
方
々

の
支
え
合
い
な
ど
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ
の
端
末
機
を
活
用
し
、

さ
ら
に
強
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
、
告
知
端
末
を
使
っ
て
、

町
内
で

時
間
の
勤
務
を
し

24

て
お
ら
れ
る
事
業
所
等
も
想

定
し
、
身
近
に
見
守
り
と
対

処
が
で
き
る
様
に
な
ら
な
い

か
、
担
当
課
に
研
究
さ
せ
て

い
ま
す
。

中
尾
議
員
は
、
こ
の
他
、

職
員
に
よ
る
集
落
訪
問
、
T

P
P
問
題
、
防
災
対
策
に
つ

い
て
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

中尾理明議員

̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦ ˍ̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱ ̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖
議会事務局 会議録 まで閣 閣

３３３月議会定例会の一般質問月議会定例会の一般質問はは、、３３
月月1177日日にに５５人の議員が町政の課人の議員が町政の課題題
について質問しましたについて質問しました。。
質問の要旨と町長の答弁を要質問の要旨と町長の答弁を要約約
して紹介しますして紹介します。。

設置されたＩＰ告知端末機
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Ｑ

集
落
を
つ
な
ぐ
道
路
照

明
灯
は
、
防
犯
や
事
故
防
止

だ
け
で
は
な
く
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
の
に
欠
か
せ

な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
つ

で
す
。

町
道
に
お
け
る
設
置
、
管

理
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

Ａ

本
町
は
設
置
基
準
を
定

め
て
い
ま
せ
ん
。

町
が
設
置
し
電
気
代
を
支

払
っ
て
い
る
の
は
、
屋
堂
羅

１
号
線
、
若
桜
駅
～
国
道
29

号
ま
で
、浅
井
住
宅
線
な
ど
、

ま
た
、
町
が
設
置
し
電
気
代

は
組
合
や
自
治
会
で
負
担
、

県
が
設
置
し
町
が
電
気
代
を

負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

小
林
町
長

Ａ

大
口
株
主
と
い
う
立
場

で
答
弁
し
ま
す
。

農
業
部
門
は
、
農
作
業
の

受
託
の
み
で
す
。
平
成

年
21

度
は
田
植
え

、
稲
刈
り

24
ha

、

年
度
も
同
程
度
の

18
ha

22

受
託
で
す
。
収
支
状
況
は
平

成

年
度
が
収
入
５
１
４
万

21
円
、
支
出
が
３
９
５
万
円
で

１
１
９
万
円
の
利
益
、

年
22

度
も
１
８
６
万
円
の
利
益
に

な
る
見
込
み
で
す
。た
だ
し
、

管
理
的
な
費
用
は
支
出
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ

営
業
範
囲
の
拡
大
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
営

方
針
、
採
算
性
の
見
込
み
を

伺
い
ま
す
。㈲
農
林
振
興
は
、

本
町
の
農
林
行
政
を
リ
ー
ド

す
る
補
完
的
機
関
と
し
て
、

そ
の
役
割
は
重
大
で
す
。

小
林
町
長

Ａ

１

程
度
の
利
用
権
を

ha

設
定
し
、
ナ
タ
マ
メ
、
ア
ワ
、

タ
カ
キ
ビ
、
エ
ゴ
マ
、
ソ
バ

等
の
栽
培
。
鹿
、
猪
等
の
獣

害
対
策
の
作
業
受
託
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

収
入
は
春
秋
の
農
作
業
、

農
産
物
の
生
産
・
加
工
、
獣

害
対
策
の
受
託
、
林
道
の
維

持
管
理
、
ス
キ
ー
場
へ
の
作

業
員
派
遣
、
活
性
化
施
設
の

利
用
料
・
管
理
料
等
で
２
８

２
４
万
円
。
支
出
は
事
業
費

用
が
１
０
３
９
万
円
、
社
員

の
給
料
等
管
理
費
を
差
し
引

き
、

万
円
程
度
の
プ
ラ
ス

28

に
な
る
見
込
み
で
す
。

作
業
受
託
だ
け
で
は
な

く
、
農
業
経
営
に
参
入
し
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ

今
年
の
整
備
構
想
及
び

維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

小
林
町
長

Ａ

浴
室
や
調
理
室
な
ど
を

整
備
し
、
宿
泊
機
能
を
備
え

た
施
設
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や

世
代
間
交
流
、
都
市
と
の
交

流
の
促
進
を
図
り
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
運
営

は
住
民
に
よ
る
自
主
運
営
で

お
願
い
し
た
い
。

坂本 等議員

Ｑ

東
日
本
大
地
震
被
災
者

を
一
時
的
に
で
も
受
け
入
れ

て
は
ど
う
か
、
租租
川
分
校
に

限
ら
ず
全
町
的
な
対
応
と
し

て
。

小
林
町
長

Ａ

本
町
で
、
で
き
る
な
ら

受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
考
え

た
い
。

Ｑ

今
年

頭
分
の
精
液
補

80

助
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
、
行
政
と
し
て

も
っ
と
協
力
で
き
る
体
制
が

必
要
で
あ
る
。

町
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し

係
わ
っ
て
行
き
ま
す
か
。

小
林
町
長

Ａ

畜
産
の
問
題
に
つ
い
て

は
十
分
理
解
し
ま
し
た
。
特

産
品
開
発
の
一
つ
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
で
き
る
だ

け
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。

Ｑ

国
、県
道
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
町

道
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
道
の
赤
松
～
来
見
野

間
、
来
見
野
～
諸
鹿
間
、
岩

屋
堂
～
租租
川
間
、
町
道
ク
ソ

ギ
谷
線
な
ど
に
は
１
基
も
無

く
真
っ
暗
で
す
。

小
林
町
長

Ａ

国
、県
道
に
つい
て
は
、道

路
管
理
者
に
要
望
し
ま
す
。

町
は
集
落
内
の
街
灯
整
備
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

Ｑ

平
成

年
度
か
ら
、
林

23

業
部
門
が
八
頭
中
央
森
林
組

合
に
移
行
さ
れ
、
経
営
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

農
業
部
門
の
事
業
量
、
収

支
に
つ
い
て
平
成

年
度
実

21

績
、
平
成

年
度
実
績
見
込

22

み
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

㈲農林振興
経
営
は
大
丈
夫
か
？

事
業
を
拡
大
し
て

因幡和牛

ブ
ラ
ン
ド
確
立
を

支
援
を
約
束
す
る

道路照明灯

集
落
間
に
設
置
を

道
路
管
理
者
に
要
望
す
る

ҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰ ൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰
若桜町ホームページ 各課のご案内
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閣 閣

川分校
整
備
構
想
と
管
理
は

住
民
に
よ
る
自
主
運
営
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減
少
す
る
中
で
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
が
る
観
光
振

興
は
大
き
な
課
題
で
す
。

若
桜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上
で
、

自
発
的
な
営
業
活
動
や
情
報

発
信
は
、
最
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
近
年
は

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等
に
、

取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
も
し

て
、
営
業
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｌ

体
験
な
ど
観
光
客
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
観
光

協
会
事
務
局
で
も
あ
る
役
場

職
員
が
対
応
に
当
た
っ
て
い

ま
す
が
、
他
の
仕
事
も
持
っ

て
お
り
、
観
光
の
み
に
専
念

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
べ
く
今
回
、
観
光
協
会

の
組
織
強
化
を
図
る
よ
う
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
協
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
事
務
局
を
自
ら

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
町
か
ら

独
立
し
た
団
体
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
明
確
に
な
り
、
行

政
主
導
で
は
な
く
、
民
間
主

導
で
商
業
や
観
光
事
業
等
に

実
際
携
わ
っ
て
い
く
方
々
、

事
業
者
が
自
ら
考
え
行
動
で

き
る
組
織
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

韓
国
の
平
昌
郡
と
の
交

流
も
始
ま
り
、
観
光
事
業
も

軌
道
に
乗
っ
て
い
け
ば
、
観

光
客
な
ど
も
増
え
て
く
る
の

で
は
と
予
想
、
期
待
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
接
客
営
業
し
て
い

る
氷
太
く
ん
、
道
の
駅
な
ど

の
、
施
設
、
料
理
等
は
当
然

重
要
な
部
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
接
客
マ
ナ
ー
も
大
変
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

接
客
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て

は
、
料
理
が
う
ま
く
も
、
ま

ず
く
も
感
じ
、
ま
た
来
て
い

た
だ
け
る
か
ど
う
か
、
気
持

ち
の
部
分
で
の
影
響
が
か
な

り
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
若
桜
町
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
に
も
影
響
し
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
も
当
然

指
導
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
も
っ
と
徹
底
的
に
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

小
林
町
長

A

サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
上

で
、
接
客
マ
ナ
ー
は
最
も
重

要
な
部
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
若
桜
町
の
よ
う
な
小
さ

な
町
で
は
、
一
つ
の
対
応
に

よ
っ
て
、
そ
の
町
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
き
ま
す
。

氷
太
く
ん
の
研
修
は
、
一

昨
年
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
で
接
遇
研
修
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
自

社
研
修
と
し
て
、
接
客
マ

ナ
ー
向
上
に
向
け
た
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
引

き
続
き
研
修
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
役
場
職
員
に
つ
い

て
も
同
じ
こ
と
で
、
マ
ナ
ー

向
上
も
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q

わ
が
町
に
は
、
そ
の
場

で
ず
っ
と
生
活
し
て
い
れ
ば

気
づ
か
な
い
、
氷
ノ
山
は
も

と
よ
り
Ｓ
Ｌ
、
民
俗
歴
史
資

料
館
な
ど
、
良
い
観
光
資
源

が
多
数
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
の
館
な
ど
空
き

家
利
用
の
施
設
整
備
も
進
む

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
小
さ
な
企
画
、

営
業
な
ど
、
独
自
で
で
き
る

部
署
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
観
光

協
会
の
組
織
強
化
、
予
算
化

が
さ
れ
て
お
り
大
変
期
待
す

る
所
で
す
。
ま
だ
懸
案
中
で

し
ょ
う
が
、
推
進
し
て
い
く

上
で
の
構
想
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

小
林
昌
司
町
長

A

若
桜
町
の
定
住
人
口
が

中村敏明議員

観光事業

観
光
協
会
組
織
強
化
で
の
構
想
は

町
か
ら
独
立
し
た
団
体
へ

接 客

マ
ナ
ー
向
上
は

引
き
続
き
研
修

観光協会事務局予定施設
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Ｑ

い
ぬ
わ
し
リ
フ
ト
下
か

ら
ヒ
ュッ
テ
白
樺
ま
で
融
雪
の

改
善
策
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

Ａ

取
水
量
の
調
整
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
横

断
溝
の
設
置
、
さ
ら
に
は
道

路
勾
配
の
修
正
等
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
ス
キ
ー
場
関
係
者

の
方
々
に
状
況
等
の
聞
き
取

り
を
行
い
、
来
シ
ー
ズ
ン
ま
で

に
は
改
善
策
を
講
じ
ま
す
。

Ｑ

乳
幼
児
を
連
れ
て
ス

キ
ー
場
に
行
っ
た
時
、
子
ど

も
の
お
し
め
を
替
え
た
り
、

休
ま
せ
た
り
す
る
場
所
が
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
所
見
を

伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

Ａ

家
族
で
楽
し
め
る
ス

キ
ー
場
に
す
る
た
め
に
も
整

備
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

も
っ
と
町
民
が
頻
繁
に

利
用
で
き
る
環
境
が
あ
れ

ば
、
町
民
が
も
っ
と
身
近
に

氷
ノ
山
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
大
山
町
で
は
、
高
校
生

ま
で
無
料
で
リ
フ
ト
に
乗
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

小
林
町
長

Ａ

こ
う
し
て
景
気
が
よ
く

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
収
入

が
少
な
い
と
い
う
問
題
も
浮

か
ん
で
き
て
お
り
ま
し
て
、

い
ろ
い
ろ
議
論
を
こ
れ
ま
で

も
し
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ

シ
ー
ズ
ン
券
に
限
り
、

半
額
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。他
の
町
営
の
施
設
、プ
ー

ル
や
温
泉
な
ど
は
、
町
民
は

半
額
で
す
。

小
林
町
長

Ａ

町
内
外
の
料
金
設
定
の

差
別
化
は
、
本
当
は
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
具

合
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
子

育
て
支
援
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
加
味
し
た

こ
と
が
で
き
な

い
か
議
論
し
て

み
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ

オ
ー
プ
ン
か
ら
現
在
ま

で
の
道
の
駅
の
住
民
参
加
者

数
の
傾
向
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

小
林
町
長

Ａ

道
の
駅
で
管
理
し
て
い

る
物
品
提
供
者
の
う
ち
、
町

民
の
方
や
グ
ル
ー
プ
数
は
１

７
０
名
と
約
６
割
を
占
め
て

い
る
状
況
で
す
。
初
年
度
に

は
多
く
の
登
録
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
も
少
し
ず
つ
増

え
、
各
登
録
者
の
販
売
品
も

少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る

状
況
で
す
。

Ｑ

各
集
落
で
も
主
体
的
に

で
き
る
よ
う
に
「
集
落
対
抗

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
選
手
権
」
な

る
も
の
を
開
催
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

リフト半額

高
校
生
ま
で
半

額
に
し
て
は
？

議
論
し
て
み
ま
す

小
林
町
長

Ａ

道
の
駅
の
役
割
と
し
て

は
、
若
桜
町
の
産
物
を
広
く

消
費
者
に
届
け
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
集
落
単
位
で
あ
ろ

う
と
個
人
で
あ
ろ
う
と
、
平

等
に
扱
う
べ
き
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
道
の
駅
の
経
営

状
況
も
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
の
で
、ま
だ
ち
ょ
っ
と
、

早
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

い
う
位
置
付
け
の
「
学
校
」

を
外
し
て
も
ら
っ
て
、
道
の

駅
の
お
客
さ
ん
に
も
限
定
10

食
な
ど
で
、
本
日
の
給
食
を

ワ
ン
コ
イ
ン
で
食
べ
て
も
ら

う
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

小
林
町
長

Ａ

学
校
給
食
施
設
と
し
て

の
補
助
事
業
の
活
用
を
考
え

て
い
ま
し
て
、
学
校
給
食
法

に
基
づ
く
施
設
運
営
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
道
の
駅
で
学
校
給

食
と
同
様
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ら

法
令
に
は
触
れ
ま
せ
ん
の

で
、
十
分
工
夫
し
て
み
る
こ

と
も
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

スキー場
整 備

子
育
て
世
代
の
た
め
に
！

家
族
で
楽
し
め
る
ス
キ
ー
場
へ

若桜町ホームページ 各課のご案内
詳しくは

閣 閣

前住孝行議員

町民が利用しやすいリフトに

道の駅
住
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
を
し
て
は
？

ま
だ
、
早
い
。
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とうがらしみそと
雑穀もち
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小
林
昌
司
町
長

Ａ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
併
用
す

れ
ば
、
精
度
が
大
幅
に
向
上

す
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省

が
死
亡
率
減
少
効
果
の
有
無

を
判
断
す
る
証
拠
が
不
十
分

と
の
理
由
で
進
め
な
い
と
す

る
方
針
を
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
受
け
や

す
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
、

啓
発
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

Ｑ

島
根
県
は
併
用
検
診
を

実
施
し
て
お
り
、

代
、

20

30

代
の
受
診
者
が
２
倍
、
検
診

が
３
年
毎
で
よ
い
こ
と
も
あ

り
、
費
用
面
で
も
効
率
が
よ

く
な
っ
た
と
健
康
推
進
課
が

伝
え
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の
焦
点
を
死
亡

率
減
少
で
は
な
く
、
予
防
と

女
性
の
健
康
と
考
え
、
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
検
討

の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
林
町
長

Ａ

県
の
方
と
充
分
に
相
談

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

先
日
、
私
は
氷
ノ
山
の

三
の
丸
コ
ー
ス
を
散
策
し
、

皆
で
感
動
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。
案
内
人
の
手
腕
に

よ
っ
て
、
安
全
で
楽
に
登
山

を
楽
し
め
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ハ
ー
ド
ば
か
り
で
は
な

く
、
も
う
少
し
ソ
フ
ト
の
部

分
に
も
目
を
向
け
た
取
り
組

み
を
考
え
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

来
年
度
予
算
説
明
で
は
、

観
光
協
会
を
独
立
さ
せ
て
事

務
局
長
を
置
き
、
若
桜
を

売
っ
て
い
く
と
の
意
気
込
み

を
お
示
し
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
新
し
い
観
光
商
品
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
林
町
長

Ａ

観
光
振
興
に
は
、
人
と

人
と
の
触
れ
合
い
が
大
切
で

あ
り
、
案
内
人
な
ど
の
充
実

も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要

素
で
す
。
ハ
ー

ド
整
備
に
は
限

界
も
あ
り
、
登

山
ガ
イ
ド
な

ど
、
ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
民
間

と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
「
教
育
環
境
や
子
育
て

が
充
実
し
た
町
」
の
中
で
、

幼
保
一
元
化
を
考
え
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
が

若
桜
町
公
民
館
の
方
に
事
務

局
が
移
る
と
い
う
よ
う
な
計

画
も
あ
る
中
、
現
在
、
幼
児

教
育
は
町
民
福
祉
課
と
教
育

委
員
会
に
分
断
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
組
織
の
改
編
は
あ
り

ま
す
か
。

小
林
町
長

Ａ

幼
保
の
一
元
化
の
問
題

は
、
５
、
６
年
は
か
か
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
、
教

育
と
い
う
縦
割
り
組
織
で
な

く
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
組

織
と
す
る
た
め
の
視
点
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
町
民
福
祉

課
が
主
体
と
な
っ
て
協
議
研

究
に
取
り
組
み
、
具
体
的
に

方
向
性
が
ま
と
ま
っ
た
時
点

で
担
当
部
署
を
決
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
が

ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
長
期
感
染

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
女
子

中
学
生
へ
の
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
接
種
が
、
公
費
助
成
さ

れ
る
な
ど
、
予
防
施
策
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

歳
以
上
の
人
は
、
自
己

20
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
ま
で
ど
お
り
、
細
胞

診
検
査
に
よ
る
検
診
で
す
。

こ
れ
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
加
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
検
査
精
度

が
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
な
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
前
が
ん
状

態
で
の
発
見
が
可
能
で
、
簡

単
な
治
療
で
ほ
ぼ
１
０
０
％

完
治
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
導
入
の
お

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 上川裕見子議員

まちづくり

大
自
然
を
町
の

自
慢
と
し
て

民
間
と
一
緒
に

な
っ
て

子宮頸
がん検診

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
併
用
実
施
を

県
と
相
談
し
た
い

施政方針

各
課
の
連
携
が

必
要
で
は
？

意
識
し
て
推
進

し
た
い

ҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰҰൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠൠ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰໰ ̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦ˍ̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖
若桜町ホームページ 各課のご案内 議会事務局 会議録
詳しくは

まで閣 閣 閣

氷ノ山三の丸散策
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３月議会定例会で審査した請願・陳情は、採決の結果、次のとおり決定しました。

審査結果付託委員会名陳情者等件 名受理年月日番 号

採 択総務産業
常任委員会

鳥取いなば農業協同組合
代表理事組合長
近藤 儀徳

TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）に参
加しないことを求める陳情書

平成22年
12月13日

陳 情
第25号

不採択教育民生
常任委員会

全日本年金者組合
鳥取県東部支部 支部長

平尾 修
紹介議員 中尾理明

年金受給資格期間の短縮を求めることに
関する請願

平成23年
３月３日

請 願
第１号

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報小中一貫校調査特別委員会調査研究報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願請願書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結陳情書審査結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

◎請願・陳情
請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる制度です。議長宛に議
会事務局へ提出してください。提出された請願、陳情は関係の常任委員会で審査の上、本会議で採決し採択された
請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（電話82－2212）にお問い合わせください。

現中学校特別教室を小学生用教室に！
南側空き地に特別教室を新築！！

３月議会定例会中に、小中一貫校調査特別委員会を開催しました。中学校建設時の起債一括返還の必要が
ないこと、改修も補助の対象になるということを確認し、二転三転した設計案を承認いたしました。
主なる改修箇所は、次のとおりです。

１階
職員室の増築。会議室を相談室、女先生の更衣室に職員室の増築。会議室を相談室、女先生の更衣室に。。
多目的ホール（さくらホール）を仮特別教室に多目的ホール（さくらホール）を仮特別教室に。。
相談室廃止で保健室を拡大相談室廃止で保健室を拡大。。
家庭科室を少人数教室と普通教室に家庭科室を少人数教室と普通教室に。。
技術室を普通教室２つに技術室を普通教室２つに。。
理科室を特別支援教室２つに。音楽室を普通教室に理科室を特別支援教室２つに。音楽室を普通教室に。。

新築
１Ｆ 技術室、家庭科室、トイレ、

図書室兼多目的室（放課後児童クラブ室兼用）図書室兼多目的室（放課後児童クラブ室兼用）。。
２Ｆ 音楽室、理科室、トイレ。

その他、若桜材を使うことなどを確認いたしました。
新築予定地



わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成23平成23年年55月月 第136号（14第136号（14））

１１．．調査年月調査年月日日 平成23年１月25日（火平成23年１月25日（火））
２２．参 加．参 加 者者 議員５名、議会事務局職員１名、町民福祉課職員１議員５名、議会事務局職員１名、町民福祉課職員１名名
３３．．調調 査 内査 内 容容
（１）倉吉市役所････倉吉打吹玉川伝統的建造物群保存地区につい（１）倉吉市役所････倉吉打吹玉川伝統的建造物群保存地区についてて

伝統的建造物群保存地区(伝建地区)伝統的建造物群保存地区(伝建地区) H10/12/25 文部省選定告示H10/12/25 文部省選定告示
感感想想
住民主導ではなく、住民主導ではなく、市市と教育委員会主導の保存地区づくりとと教育委員会主導の保存地区づくりとのの

説明を受けた。節目、節説明を受けた。節目、節目目に「住民説明会」が行わに「住民説明会」が行われるなど、れるなど、
選定にいたる30年余りの様々な努力の結晶でもあると思った選定にいたる30年余りの様々な努力の結晶でもあると思った。。
このような事業に対する指導的役割を担うことのできる人材の重要性を痛感したこのような事業に対する指導的役割を担うことのできる人材の重要性を痛感した。。
年間40万人の観光客が訪れるようになり、当日も雪の中、観光客が行き交う姿に感心した。現在、わが年間40万人の観光客が訪れるようになり、当日も雪の中、観光客が行き交う姿に感心した。現在、わが町町

も新たな「まちづくり」に向かって模索しているが、一つの選択肢として、「伝統的建造物群保存地区」選も新たな「まちづくり」に向かって模索しているが、一つの選択肢として、「伝統的建造物群保存地区」選定定
を目指すならば、町、教育委員会の強い決意の元に文化財審議会での深い検討、町民ぐるみの意思統一が図を目指すならば、町、教育委員会の強い決意の元に文化財審議会での深い検討、町民ぐるみの意思統一が図らら
れなければならない。今回の視察は、文化財を活かした「まちづくり」の大事な点、取り組むに当たってのれなければならない。今回の視察は、文化財を活かした「まちづくり」の大事な点、取り組むに当たっての留留
意すべき点を学ぶことができた意すべき点を学ぶことができた。。

（２）北栄町役場････ごみ処理等生活環境改善の取り組みの実（２）北栄町役場････ごみ処理等生活環境改善の取り組みの実態態
北栄町環境保全の取り組み北栄町環境保全の取り組み Ｈ18/12月 環境基本条例制Ｈ18/12月 環境基本条例制定定

感感想想
全国表彰受章にも現れている様に、非常に意欲的な生活環境行政が取り組まれていると思った。担当課長全国表彰受章にも現れている様に、非常に意欲的な生活環境行政が取り組まれていると思った。担当課長かか

らは、「国のCらは、「国のCOO22削減目標(Ｈ32年→25％削減)に対して、北栄町はＨ28年までに24％削減の目標を掲げて削減目標(Ｈ32年→25％削減)に対して、北栄町はＨ28年までに24％削減の目標を掲げていい
る」ことを強調され、国の目標により早く到達し、上回ろうとする意気込みが伝わってきた。個々のごみ処る」ことを強調され、国の目標により早く到達し、上回ろうとする意気込みが伝わってきた。個々のごみ処理理
などについては、多種多様な施策が試みられ、若桜町として、学ぶべき点が数多いと感じたなどについては、多種多様な施策が試みられ、若桜町として、学ぶべき点が数多いと感じた。。
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昨年、友好交流協定を結んだ韓国平昌郡に、今度は若桜町訪問団（小林町長団長外７名）の団員として、岡本議
長と藤原副議長が、イ・ソンレ郡守、正副議長を表敬訪問し、熱烈な歓迎を受けました。
目的は、議会同士の友好交流を深め、お互いの活性化に寄与するため、今後議員の相互訪問活動を実施すること

を確認するものでした。
平昌郡では、第16回雪花祭り（30万人集客）が開催中で、

華やかな賑わいでした。鳥取県も出店しており、若桜町の
カタログが一番人気だとうれしい話をいただきました。併
せて、2018年冬季オリンピック招致活動中で、多数のＩＯ
Ｃ委員も、オリンピック会場予定地を視察されていました。
今年７月には、開催地が決定で、わたしたちも平昌郡が当
選されることを願い、応援の気持ちを伝えました。
今回の訪韓は慌しい日程で、交流懇談会・雪花祭り会場

見学以外は、車窓から冬の風景を眺めるだけでした。その
間、韓国の人々の力強い行動力に接し、若桜町議会も力強
く活動しなくてはと、交流の意義の一端を再認識しました。

口蹄疫の義援金を贈る岡本議長
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２月22日 文化財保護について
教育委員会
意見 鬼ヶ城保存管理計画で専門家の意見を求めた
が、実現する意欲がない。積極的に行わないと、事
業が前に進まないのでは。

説明 文化財の保護と活用は、審議会の委員だけで考
えるのはどうか。国も文化財の利活用と言われて
はいる。鬼ヶ城は木の伐採など、観光客に対する
環境整備、外国語看板、トイレの設置を保存管理
計画に入れている。

意見 倉吉市のまちづくりは、次長が10年かけ、一生
懸命取り組まれている。専門家が必要だし、教育
委員会のリーダーシップが必要だと感じている。
行政主導でされる気持ちはあるのか。

説明 現時点は考えていない。町長部局、各課連携し
たい。実際、宿の協力がないとできない。まちづ
くり協議会でもうまくいっていない。一つずつ解
決したいと考えている。

３月２日 ３月議会定例会に向けて
町民福祉課
Ｑ 老人クラブ助成は、組織づくりの結果が出ていな
い。Ｈ23年度予算計上はどうか。
Ａ 老人クラブ会長にも組織するように相談してい
る。Ｈ23年度から県の補助対象が、50人以上から30
人以上となったので、組織していただくよう働きか
けていく。

Ｑ 介護保険の受給者は、認定を受けても給付を受け
ない人が居宅介護で減っている。介護予防に積極的
に取り組まれているのか、その後どうなっているの
か。
Ａ 数字的だけの把握だが、認定受給者証は減ってい
る。認定は受けて、使っていない人と入院された方
もいる。

教育委員会
Ｑ 通学路の除雪の体制が悪い。事故が起こるまでに
対策をとるべきではないのか。
Ａ 冬期間はバス通学が基本だが、宿内の消雪装置も
調子が悪かった。バス停の除雪要望もあり、現場も
見たが、良い方法を考えたい。

教育民生常任委員会総務産業常任委員会

２月28日～３月１日 ３月議会定例会に向けて
企画財政課
説明煙町内の公共施設に外国語表示板を設置する。

煙電気自動車を購入し、２ヵ所に充電設備を設置
する。

Ｑ 外国語表示は何カ国か。
Ａ 英語、中国語、韓国語の３カ国。
Ｑ 電気自動車は、どの車種を想定しているのか。
Ａ 三菱か日産。
意見 できるだけ大きな乗用車タイプがよいのでは。
総務課
説明 Ｈ23年度事業で、住民基本条例の策定、10月７

日にＮＨＫ公開録音を計画している。
Ｑ 「若桜をどげえするだあ懇談会」のビジョンは。
Ａ 町長の諮問機関で、町外の７名の方に提言をして
いただき、町政に反映したい。

Ｑ ハザードマップの完成予定は。
Ａ ３月末に完成。集落説明会で、一時避難場所の確
認をしたい。
意見 ＩＰ電話の防災カメラの画面に、設置場所の表

示ができるようにしてはどうか。
税務課
Ｑ 町民税の減は人口減と所得減のどちらが大きい
のか。

Ａ 退職者による所得減は例年通りだが、転出が一番
多く40人ある。
Ｑ 国保会計の税率改定はするのか。
Ａ 改定は予定していない。
産業観光課
説明煙議案の指定管理関係は、多目的集会施設・味

工房・道の駅の３件。
煙有害鳥獣捕獲の報償費追加補正は、３月末ま
でに鹿・いのしし1,000頭捕獲できる見込み。

意見 農林振興問題は林業部門をどうするかで、事業
全体が不安定になるのではないか。

Ｑ 林業部門をやめるのなら、現在雇用している人は。
Ａ 八頭中央森林組合の期間雇用となる。
町土整備課
説明 大型除雪車と、小型除雪機の購入を計画している。
Ｑ 小型除雪機は、集落によって使われていないとこ
ろもあるのでは。

Ａ 使われていない実態もあるので、調査をする。
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平
成

年
夏
、
今
年
は
異
常
気
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象
と
も
思
え
る
暑
い
日
が
続
き
、９

月
に
入
る
と
少
し
涼
し
く
な
っ
た
。

そ
れ
も
つ
か
の
間
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
ア
メ
リ
カ

発
の
金
融
不
安
は
、日
本
、欧
州
も

巻
き
込
み
、株
価
の
暴
落
に
よ
る
世

界
恐
慌
か
？

テ
レ
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新
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さ
れ
て
い
る
。
涼
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の
を
通

り
こ
し
て
背
筋
の
寒
く
な
る
思
い

で
あ
る
。

反
面
先
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は
、４
人
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方
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ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
合
計
で

人
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と
な
る
明
る
い
ニュ
ー
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気

持
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

９
月
議
会
に
於
い
て

年
度
決
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も
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収
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・
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債
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共
に
改
善
傾
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に
あ
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が
、
さ
ら
な
る
改
善
努
力
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
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３
月

日
に
起
き
た
東
日
本
大
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震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
改
め
て
、
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然
災
害
の

怖
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

我
が
若
桜
町
で
も
い
ろ
い
ろ
な

災
害
を
考
慮
し
て
、
防
災
対
策
を
万

全
に
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
も

感
じ
ま
し
た
。
新
し
く
で
き
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
各
家

庭
か
ら
の
避
難
場
所
を
確
認
し
た

り
、
物
資
供
給
の
方
法
や
効
果
的
な

情
報
の
出
し
方
を
よ
り
詳
し
く
検

討
し
た
り
す
る
機
会
に
し
て
は
と

思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
も
二
年

目
に
入
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
変
え

て
き
て
い
ま
す
が
、
多
様
な
意
見
を

い
た
だ
き
、
紙
面
の
充
実
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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平
成

年
度
よ
り
、
小
中

24

一
貫
校
が
実
施
さ
れ
よ
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
部
会
が
開
か

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
少
し

ず
つ
決
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
小
中
一
貫
校
と
い
う
前

例
の
無
い
取
り
組
み
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
若
桜
町
、小
中

学
校
の
先
生
、
保
護
者
、
地
域

の
皆
さ
ん
方
。

自
分
自
身
も
小
中
一
貫
校

の
準
備
を
し
て
い
る
一
人
と

し
て
、今
一
番
気
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
通
学
の
事
で
す
。

現
中
学
校
に
移
れ
ば
、通
学

距
離
が
長
く
な
る
子
ど
も
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。低
学
年
の
子

ど
も
が
あ
の
距
離
を
歩
く
の

は
、と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。そ

こ
で
、地
域
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。登
下
校

時
に
家
の
前
に
出
て
、子
ど
も

た
ち
を
、元
気
づ
け
て
欲
し
い

の
で
す
。皆
さ
ん
に
声
か
け
を

し
て
も
ら
う
事
で
、防
犯
に
も

な
り
ま
す
。

安
心
安
全
な
通
学
路
、未
来

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
、見
守
っ

て
い
た
だ
け
る
若
桜
町
に
な

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
方
の
力
な
く
し
て
、小

中
一
貫
校
の
成
功
な
し
と
、私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

安
心
安
全
な
通
学
路
に

河村 徹さん
（西町）

温
故
知
新
で

若
桜
の
観
光
を

梶原 明さん
（中町）

意意見をお寄せくださ意見をお寄せくださいい
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ＦＡＸ：0858（82）2222

温
泉
、
各
名
所
、
ス
キ
ー
場
、
渓

流
釣
り
の
で
き
る
川
な
ど
…
。

こ
れ
ら
を
、
観
光
客
、
ラ
イ

ダ
ー
は
求
め
て
い
ま
す
。

大
自
然
や
埋
も
れ
た
歴
史
を

体
感
し
、
食
事
、
地
酒
と
癒
し
を

含
め
る
魅
力
、
資
源
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
点
在
し
て
い
て
街

を
知
ら
な
い
と
気
軽
に
行
け
な

私
は
、
二
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
、

バ
イ
ク
に
乗
り
各
地
を
ツ
ー
リ

ン
グ
（
旅
）
を
し
て
き
ま
し
た
。

旅
先
に
求
め
る
の
は
、
そ
の
土
地

独
自
の
名
所
、
食
、
温
泉
が
中
心

で
す
。

そ
ん
な
経
験
か
ら
、
若
桜
に

は
、
観
光
資
源
が
沢
山
あ
る
と
思

い
ま
す
。
大
自
然
、
独
自
文
化
、

く
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
事
を
見
直
し
、
知

ら
れ
ざ
る
魅
力
を
発
掘
す
る
。
そ

し
て
、
点
在
す
る
名
所
を
、
線
で

結
び
、
町
内
を
満
喫
す
る
た
め
の

情
報
提
供
を
す
る
。

ま
た
、
昔
か
ら
家
に
伝
わ
る
家

庭
料
理
、
ご
飯
の
友
な
ど
の
食
の

開
拓
も
必
要
で
す
。

独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
、

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
事
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

温
故
知
新
の
心
で
。

前
号
の
山
根
栄
真
さ
ん
の
記
事
の

中
で
「
田
臥
勇
太
」
の
記
載
が
間

違
っ
て
い
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。


